
静岡県立農林環境専門職大学開学記念式典の開催について

（農林環境専門職大学）

１ 目的

静岡県立農林環境専門職大学の開学に向けた準備から令和２年４月に開学

して現在に至るまで、御支援を頂いた多くの関係者の皆様に改めて感謝の意を

表するとともに、本学のさらなる知名度向上や幅広い業界との関係構築を期し、

開学記念式典を開催する。

２ 開催テーマ

「農林業の未来と専門職大学」

３ 日時

令和３年 11 月 19 日（金） 午後１時 30 分から午後４時

４ 会場

掛川グランドホテル（静岡県掛川市亀ノ甲１－３－１）

３階「シャングリラスイート」 ※JR 掛川駅南口から徒歩１分

５ 招待者

関係省庁（文科省、農水省）、国会議員、県議会議員、農業団体関係者、経済・

金融団体関係者、教育課程連携協議会委員、基本構想委員等 県職員含め約

90 名 ※招待者とは別に、希望者へオンライン配信（事前申し込み制）。

６ プログラム

１．開式の辞 13：30～ 事務局長 （１分）

２．開学の挨拶 13：31～ 知事 （５分）

３．来賓祝辞 13：37～

13：43～

13：49～

県議会議長

（一社）静岡県経営者協会会長

県農業協同組合中央会会長

（５分）

（５分）

（５分）

４．来賓紹介、祝電披露 13：55～ （司会） （５分）

５．学長挨拶、大学紹介 14：00～ 学長 （20 分）

６．休憩 14：20～ （10 分）

７．記念講演（１） 14：30～ 文部科学省高等教育局専門教育課

課長補佐 村本 定則 氏

（15 分）

記念講演（２） 14：45～ 滋慶医療科学大学

教授 吉本 圭一 氏

（30 分）

記念講演（３） 15：15～ 株式会社クレア・ファーム

代表取締役 西村 やす子 氏

（30 分）

（質疑応答） 15：45～ （司会）

８．閉式の辞 15：50～ 生産環境経営学部 学部長 （３分）

＊ 交流の時間 16：00～ 名刺交換等 （15 分）
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４．学⻑挨拶及び⼤学紹介･･･学⻑ 鈴⽊ 滋彦

静岡県⽴農林環境専⾨職⼤学学⻑の鈴⽊滋彦でございます。
本日は、御多用の中本学開学記念式典にかくも盛⼤、⼤勢御臨席いただきまして誠にあ

りがとうございます。農林環境専⾨職⼤学を代表しまして、心より御礼申し上げます。
また、県議会議⻑宮沢様、静岡県経営者協会会⻑中⻄様、静岡県農業協同組合中央会⻘

⼭様には、御祝辞を賜り誠にありがとうございます。また、村本先⽣、吉本先⽣、⻄村先
⽣には、本日の記念講演をお引き受けいただきまして誠にありがとうございます。
本来であれば、昨年の７月に行う予定でございましたこの式典を本日ここに挙行できま

すことを⼤変ありがたく思います。私からは⼤学紹介と御挨拶をさせて頂きます。

静岡県⽴農林環境専⾨職⼤学および静
岡県⽴農林環境専⾨職⼤学短期⼤学部が、
昨年４月１日、静岡県磐田市富丘の地に開
学いたしましたことを御報告申し上げま
す。令和元年に旧校舎の改修を行って開学
を迎え、開学初年度に新校舎の建設を行い
ました。初年度は旧校舎のみで授業を行い、
本年度は念願の新校舎が加わりました。左
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の写真、旧校舎の前には地元の天⻯杉を
用いたキャノピーを配置してございま
す。中央の新棟は農耕の歴史に由来する
高床式をモチーフにしてございます。ま
た、先程も触れられましたけれども、本
年度は学⽣寮の建設を進めているところ
でございます。建物のデザイン監修には
静岡県⽴文化芸術⼤学の皆様の御支援を
頂いております。横⼭先⽣、寒竹先⽣、
誠にありがとうございます。コロナ禍の
もとの開学となり、入学式は校内放送で行うなど多難な船出となりましたが、昨年６月から
はすべての授業を対面式で行うなど、感染対策に留意しながらも充実した⼤学運営に努め
ております。平成 29年の基本構想検討委員会から設置申請に至るまで⼤学の開設に関わっ
ていただきました皆様、また、⼤学の新設に御支援御声援を賜りました関係各位に衷心より
感謝申し上げます。誠にありがとうございます。

さて、ここからは１年前に戻りまして
当時の思いを私見を含めて御紹介させて
いただきたいと思います。お手元に刷り
物がございます。どうして静岡県に農林
業系の⼤学が開学したのか。私は次のよ
うに思います。御紹介のありましたとお
り、静岡県は多彩な農産物に恵まれてお
ります。モノづくり県として有名ではご
ざいますが、実は豊かな農業県でござい
ます。これが背景と思います。そして、私
ども人材育成の目標を２つ定めております。1つは農林業を支える⽣産技術に加えまして、
加工、流通、販売。そして、経営のできる人を育てたい。さらに、農⼭村地域の環境や伝統
文化を守り、学び、将来地域を支えるリーダーとなる人を育てたい。この⼤きな 2つの目標
を掲げてございます。また静岡で学ぶこと。先程御紹介がございましたけれども、県内には
多様多彩な産業がございます。その皆様の研究力、技術力、経営力に学びたい。そういう思
いがございます。さらに経済の動脈が通るこの地で成り⽴つ農林業を考えることが私ども
の仕事ではないかと考えている次第でございます。

さて、 専⾨職⼤学でございますが、これは「高度な実践力」「豊かな創造力」を育成の目
標としております。新しいタイプの⼤学でございます。現在 17⼤学ございまして、今後増
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えるものと思います。高度な実践力とは、
私は⼤学における職業教育のありかたを
考える。そういう言葉だろうと理解してお
ります。本日、専⾨職⼤学コンソーシアム
副会⻑、⼭川先⽣がおみえいただいており
ます。ありがとうございます。さて、専⾨
職⼤学の特徴は概ね５つにまとめること
ができます。１つ目は、授業の１／３以上
は実習演習だということ。これは⼤学の関

係者においては、驚きの数字でございます。同じ一単位を取るのに実習演習は、講義の２倍、
あるいは３倍の時間がかかります。さらに、専⾨職⼤学は教育の基本単位が 40名以下とな
っています。従いまして、本学短期⼤学部は定員 100 名ですけれども、これは 3つのクラ
スに分かれて、丁寧な授業が行われております。従いまして、先⽣方の負担も⼤きい。しか
しながら、皆さん⼤学としての学術性を保ち、実践力を養う新しいタイプの⼤学を創ること
に本学の先⽣方は精力的に取り組んでい
ただいております。 また、目的意識をし
っかり持った学⽣が入学して来ている。
ここも特徴でございます。こうした若者
の教育に情熱をもって望むことができま
す。３番目ですが、⻑期のインターンシ
ップがございます。臨地実務実習と呼ん
でおりますが、これは本学四年制の例で
申し上げますと、４か月間ほどございま
して、概ね 2 か月は⽣産技術を学ぶ、1
か月はマネジメントを学ぶ、もう１か月は経営戦略を学びたいと。こういう⽴て付けになっ
ております。この教育の方法は、手法は、⼤学だけで教えるのではなくて、法人、団体、関
係者の皆様との連携による人材育成の枠組み作りが必要になります。これが専⾨職⼤学の
特徴です。さらに、伝統文化を学び経営を学ぶ。幅広く学ぶ。さらに、学校教育法第一条で
定める⼤学でございます。学位が授与されるものでございます。

次に、高等教育における職業教育を考えるため欧州の例を見てみたいと思います。たとえ
ば、フランスでは⼤学とグランゼコールというものがございます。⼤学は学問をするところ
で経営者技術者官僚はグランゼコールで学ぶと。今のマクロン⼤統領もその前のオランド
⼤統領もグランゼコールで学んでおります。ドイツでは、⼤学は人格形成を行うところで専
⾨家は専⾨⼤学 Fachhochschule で学ぶという論がございます。このように欧州では、総じ
て職業教育に対する位置付けが高いと言えるのではないかと思います。日本では⼤学が中
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心で、概ね単線型であるというふうに言わ
れております。とにかく⼤学に行って就活
の時期に職業を考える。そんな傾向がある
のではないでしょうか。そうした中、専⾨
職⼤学は教育制度が変化する兆しを見せ
ている。そのように思います。⼤学でどれ
だけ実力をつけたかが問われる時代にな
っていると。そのように考えております。
さらに、本学の背景となる農業と農学に

ついて考えてみたいと思います。学術の中
では、上から文・法・経・理・工・農・医と昔は言われましたが、この１領域でございます。
そして、農学の中もこのように分かれておりまして、本学では、上から農学・林学・畜産学
の農業・林業・畜産業をカバーしております。そして、この農学は平成に入ったころから⼤
きく変化していると見ております。かつては、農学はコメ・野菜。林学はスギ・ヒノキ。畜
産は牛・豚・鶏。といった一次⽣産物を対象としたその技術研究と教育を行っておりました。
それが科学技術の発展のもとで⼤きく変わ
りつつございます。例えば、遺伝子レベル
の研究が進みますと野菜もウシもスギもみ
な同じでございます。このように科学技術
の進歩が農学を変えました。一次産品ごと
の研究から食糧・⽣命・環境・資源。こうし
たものをキーワードとするそういう学問へ
と変化したのでございます。個別の技術と
それを俯瞰する力が求められていると思い
ます。

さて、農林業の基本は⽣み出す産業であ
るということを申し上げておきたいと思い
ます。代表を３つお示しします。糖・デンプ
ン・セルロースです。さとうきび・トウモロ
コシ・⽊材と言ってもいいかもしれません。
このもとは何か。これはグルコースでござ
います。ブドウ糖ですね。グルコースが１
kg ありますと、3824kcal、ぴったり 16MJ
です。16MJ は 100Ｗ×44 時間のエネルギ
ー。人の基礎代謝というのは、1日 1200 から 1500kcal ですので、 グルコース１kg は概ね
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２〜３日のエネルギーに相当します。そして、そのグルコースがα型で結合しますと、螺旋
状になるらしいんですけども、デンプンになります。そして、それは食料になる。グルコー
スがβ型に結合しますと、セルロースになり、繊維になり、住宅の材料になる。資源になる。
このセルロースというのは、非常に強固な直鎖の結晶でございまして、これが法隆寺を支え、
縄文杉を支えているのでございます。さて、この元は何かと。御承知のとおり、一番下にご
ざいますが水と空気中の二酸化炭素、それに太陽のエネルギーを得て、光合成によりグルコ
ースを⽣成しているところでございます。農林業はこのように衣食住を支える産業である
と同時に、⽣み出す産業であるところが⼤きなポイントかと思います。静岡県の製造品出荷
額は、17兆円でございます。農業産出額というのは、水産・林業を合わせても 2800 億円く
らいではないでしょうか。この数字だけを見ると、⼤きな開きがありますけれども、多くの
産業は資源エネルギーを消費する。それに対して、農林業は⽣み出している。このことが理
解されてきている。本学が設⽴された意味もここにあるのではないか。このように感じてい
るところでございます。

さて、先程知事から御紹介がございまし
たけれども、少し本学の歴史を紹介させて
いただきたいと思います。明治 33年、静岡
県⽴農事試験場に人材育成を目的として置
かれました見習⽣制度が始まりでございま
す。右上にある写真は⼤正 2 年の修了式の
ものですけれども、私たちの先輩は後継者
であると同時に技術者であり、さらに指導
者として活躍をしておりました。静岡市の
曲金の地から昭和 11 年に北安東に移りまして、昭和 55 年に磐田の地に移転してございま
す。

さて、ここで個人的な思いを吐露するこ
とをお許しください。開学の準備を進める
際の私の心のキーワードは、庚子でした。こ
の会場にも昭和35年の⽣まれの方がいらっ
しゃいますでしょうか。いらっしゃいまし
た。その昭和 35 年から遡ること 60 年、明
治33年に農事試験場の見習⽣制度が始まり
ました。本学の前身でございます。令和２
年、2020 年も庚子。還暦を２回迎える⼤還
暦の年に新しい⼤学が開学すると。この仕事を何とか成功させたいという思いを持って臨
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んでおりました。

さて、先程も御紹介がございましたが、
耕土耕心は、本学の校訓であり歴史のあ
るこの校訓を引き継いでおります。もち
ろんです。⼤地を耕すことは自らの心を
耕すことである。また、開学の時に校章
emblem も頂きました。300 余の応募作品
の中からこれが選ばれました。一枚の葉
から光を放出している。学⽣が未来の農
林業に明るい光を照らすことを表してい
ます。さて、私は⼤地を耕すことは心を耕
すことであるというこの校訓に新しい思いを込めています。専⾨職⼤学でしっかり学ぶこ
とが耕心であるかもしれません。学んだ後に耕土する。すなわち、国を耕す。農林業を発展
させ、国を支える人材になってほしいと。
そういう思いを込めて⼤学の運営に努め
てございます。
さて、最後になりますが、開学に際して

御尽力いただきました皆様に感謝申し上
げますとともに、今後の御指導御支援を
お願い申し上げまして、⼤学紹介と御挨
拶とさせていただきます。本日は誠にあ
りがとうございました。
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